




























〔研究目的〕

　心身障害の早期発見法については,神経学的な研究を基礎において検討され

ているが,さらに日常生活において母親が,あるいは家族らが,この子はふつう

の子とはどこか違うということで問題が提起されて始めて診察され,発見され

ることがある。この場合,家族が気にする症状は,学問的には必ずしも整理され

ていない,いわゆる素人的な観察であるが,このようなところに案外と,心身障

害の早期発見の手掛りとなる事項の秘められていることがある。

　即ち,いわゆる微症状といわれるものを分折することによって,心身障害の早

期発見に寄与しようというのが本研究の目的である。


